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伝統的建物の再生と新たな価値の創造
-千葉県香取市佐原 町並み再生プロジェクト-

コンセプト１. 空間としての町並み修復。

01 / 25 All rights reserved © studio MYU Architects 2015
千葉県香取市佐原 町並み再生プロジェクト 郡 裕美 + 遠藤 敏也 / スタジオ宙



street
道路

ミセ

道路 道路
道路 道路

佐原の軒下空間における建具の種類と位置の変遷

ガラス

格子戸

すりあげ戸
格子ガラス戸 ガラス

置敷居

軒下空間の消失

ひさし

軒下空間の進化

ミセ ミセ ミセ ミセ

ひさし
ひさし

ひさし

格子戸

すりあげ戸

① ② ③ ④ ⑤ 

B
A

コンセプト２. 伝統を現代に生かす。

コンセプト３. 歴史を楽しむ仕掛けをつくる。

しえと:中庭の古井戸と再生した味噌蔵を
光の作品として楽しむ仕掛け。

スタジオ宙一級建築士事務所 180-0004 東京都武蔵野市吉祥寺本町1-27-3-701
tel 0422-20-5071 fax 0422-20-5072 myu@studio-myu.com 

 佐原での一連の仕事に対して、内外の新聞や建築雑誌等（資料：掲載誌抜粋資料）にも多く紹介され、地元
の方々をはじめ、訪れる観光客の方々にも高い評価を得ている。また、「しゅはり」ならびに「八坂の家」
は千葉県建 築文化賞に、「しえと」は2012年アルカシア建築賞、保存再生部門のゴールドメダルなど、数々
の建築賞をいただいた。
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① しゅはり  [1999]

② 小森家 洋館  [2004] 

歴史的建物の保存再生 業績一覧
-千葉県香取市佐原 町並み再生プロジェクト-

改修前、軒は切られ、母屋は２つの店舗に分断されていた。

改装にあたって元々の構造、間取りを調査し、その空間性を

生かしながら町に開かれた不動産店舗の提案をした。また、

表には伝統的な格子戸の代わりに、看板も兼用する透明な強

化ガラスを設けた。これは、風景を映し込みながら内部の様

子を伝え、格子の半透明な性格をもつ。伝統を現代に翻訳し

つつ、柔らかい境界を持つ設計とした。

これらは、私たちが佐原で行ってきた伝統的な建物の改修設計である。ほとんどの建

物は、時代と共に何度も改装が重ねられた結果、元々の形が分からなくなっていた。

そこで、佐原の町を踏査し、伝統的な建築の形を探し出し、そこにあったであろう町

と建物、ウチとソト、公私の関係性を再解釈し、個別の建物に当てはめていった。同時に、

各々の建物の機能、施主の要望、現代の材料や工法、設備や構造をそこに重ねていった。

伝統のかたちを念頭に置きながらも、未来につながる建築を設計することを心がけた。

改修前、正面の建具はアルミサッシに変えられ、欄間のステ

ンドグラスは撤去され、２階の欄干は崩れていた。そこで、

古写真を参照しながら、建具、ステンドグラス、ファサード

の修復をした。

③いなえ (西ノ宮 ) 母屋  [2007] 

④ いなえ (玉澤家 ) 母屋  [2008]  

⑤ いなえ (西ノ宮 ) 洋館  [2010]  

⑥ いなえ (西ノ宮 )  蔵  [2010] 

⑦ いなえ (西ノ宮 ) 倉庫  [2012] 

文具店として使われていた母屋の軒は切られて看板建築とな

り、階高もかさ上げされていた。度重なる改装と増築の結果、

裏に控える 5軒の建物群と不可分に絡み合っていた。増築部

分を切り離し、階高を下げ、軒を復元し、構造補強し、表に

格子戸を作った。

もともと乳母車店であったこの商家は、軒が切られて看板建

築となっていた為、軒を復元し、古写真を参照しながらファ

サードを復元した。裏の中庭とのつながりを感じられるよう

に、透明ガラスの建具を用いた。

洋館は、母屋、増築部、蔵と絡み合い、もとの形が分からな

い程に老朽化が進み、小屋組をのぞき、全て新しくする必要

があった。柱や梁のほぞ穴や、類似の洋館の古写真を参照し

ながら、洋館を再建した。保存された小屋伏を楽しめるよう、

天井は現しとした。

著しく老朽化していた蔵は、洋館と接続されており、そのま

までは改修が難しい為、疋屋をして洋館と離した。その後、

基礎をやり直し、構造補強し、壁と屋根の修復をした。ギャ

ラリー空間として天井の高い蔵の骨組みを楽しむ為、天井か

ら古い蔵にあったトタン製の鬼瓦を吊るした。

倉庫は、著しく老朽化していた上に、母屋や蔵など他の付属

屋と分離しがたくつながっていたため小屋組以外、ほとんど

全て作り直すことになった．母屋と渡り廊下でつなぎ、天井

の高い開放的なカフェ空間へと生まれ変わった。

●●●●●　重伝建地区　●●●●●　景観形成地区

●① ●②

●⑮
●⑭

●⑨ ●⑪ ●⑬
●⑩

●⑫
●③●④●⑤
●⑥●⑦●⑧
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⑨ 下中町 土蔵  [2002]

⑩ カフェ しえと  [2004] 

⑪ しえと 味噌蔵  [2006] 

⑫ しえと 中庭  [2006] 

⑬  八坂の家 (山村家 )  [2003] 

⑭ 本橋元町家 [2003] 

⑮ 佐原千与福  [2005] 

⑧ いなえ (西ノ宮 ) 中庭  [2012] 

火事で消失した奈良屋跡は空き地となっており、小野川の町

並みはとぎれていた。そこに、建主からも行政からも、町並

みにあわせた建物の新築が望まれた。そこで周囲の軒高や屋

根勾配などを調査し、この地にふさわしい蔵のレストランを

新築した。一方、空間構成は現代のニーズに応えられる様に、

伝統にとらわれない構造や工法を選び、伝統と現在の共存を

心がけた。

母屋、洋館、蔵、倉庫などを分節し、その隙間の屋根を壊す

ことで中庭を生み出した。時代も建築スタイルもまちまちな

建物が乱立する不思議な建物配置に、敢えて整合性を求めず、

折り重なった時間層を感じられるような空間構成とした。苔

むした土蔵の基礎石を敷き、被災地である佐原の、震災で落

ちた古瓦を使ったオブジェを置き、歴史と対話できる場を提

案した。

土蔵は、昼でも暗闇に包まれていた。唯一ある窓から差し込

む光を楽しむ仕掛けを持つギャラリーを提案した。絹目模様

のアクリル硝子の箱を、既存窓の内側に設置すると、箱の表

皮には外の景色や窓の鉄格子の影が映り込み、生き物のよう

に息づく。「光の箱」は開閉可能な換気窓でもあり、夜は照

明器具となる。

改装前の母屋は、通りに迫った腰板付のガラスがあり、閉鎖的

だった。そこで、通りに面して格子戸とガラス戸を新設し、緩

衝領域を設けた。すると、表の気配を感じながらも、くつろげ

るカフェが生まれた。台所の床を壊して通り土間を作ると、町

と建物が中庭までつながって開放感のある店内となった。

カフェの中庭に立つ味噌蔵は、用途を限定しない自由な空間

にしたいというオーナーの意向に答えて、何でもできる舞台

のような場所を提案した。庭の伊勢砂利を部屋の中に敷き込

み、浮かんだ床は墨染めとした。間接照明で浮かび上がった

床は、時空をこえた異次元のように感じられる。

ここは、中庭のまわりに母屋、蔵、味噌蔵という伝統的な住

棟配置が残る貴重な例であった。そこで、地元の人や観光客

が町並みの延長として楽しめるよう、庭を開放する提案をし

た。母屋に中庭を楽しむ縁側とベンチも作った。伸びすぎた

シュロはそのままにし、古井戸の周りにゴロタ石を敷き，古

の記憶の時空が拡がっていく庭の景色をつくった。

改装にあたって、佐原の伝統的な町家の軒下空間の構成要素

である格子戸に加えて、その内側にガラス戸を新設し、新た

に軒下空間を作った。その結果、通りと建物との柔らかい関

係が生まれた。 現在、1階はギャラリーとして使われている。

表の建具は、検討を重ねた結果、繊細な格子とした。現存す

る古写真では、腰板付きのガラス戸になっているが、調査の

結果、もともとこの内側に建具があったことがわかり、ここ

でも、格子戸＋ガラス戸で町と建物を柔らかくつないだ。現

在、店とつなげて、中庭を楽しむ飲食店を設計中である。

歴史的建物の保存再生 業績一覧 -千葉県香取市佐原 町並み再生プロジェクト-
スタジオ宙一級建築士事務所 / 郡 裕美＋遠藤 敏也
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しゅはり
空間としての町並み再生

明治後期の商家を不動産店として甦らせる。

郡 裕美＋遠藤 敏也 / スタジオ宙一級建築士事務所

＜事例紹介１＞



空間としての町並み再生
　　  　　　　　　　　　　　    

明治後期の古家を、不動産店舗として甦らせる。　　    

▲ 軒下空間には、不動産チラシ入れ、ガラススクリーン（現代の暖簾）、アクリル製の
   袖看板をデザインし、道行く人とのコミュニケーション空間とした。

▲ 置き敷居＋格子の伝統的な軒下空間

しゅはり

▲ ファサード昼景

　この建物は佐原の景観形成地区に位置する。古い町家を店舗に改装し、訪れる人々にその空間を体験してもらうことで、

佐原の町並み整備の拠点にしたいという、不動産業を営む施主の要望により計画された。

　軒下のインフォメーション空間、ミセの打合せ空間、土間を生かした店舗空間など、改装前の町家の「通り」と「内部空間」

との柔らかい「関係性」そのものを再生する改装計画とした。町並み整備を突き詰めると、ファサードはもとより、ファサード

を透かして見えるインテリアまで含めた、総合的な計画が必要である。また、ガラススクリーンを暖簾のように設置して、

「通り」と「軒下空間」とを柔らかく仕切るなど、伝統的なデザインボキャブラリーを、現代の素材で再生する事を試みた。

オフィス

打合せ室

土間（接客スペース）
N

不動産物件
閲覧コーナー ガラス看板

縁側（既存）

10畳（既存） 6畳（既存）

物置

前面道路

便所

通
り
土
間

中庭 母屋（未改装）

改装部分平面図　1：150

▲ ファサード夜景。通りから見えるインテリアも、建築のファサードと一体となり、町並みを形づくる。

▲ 摺り上げ戸のあった入口には、大きな透明ガラスの框戸を設置して、
　 音・熱環境を確保しつつ、「通り」と内部空間との連続性を持たせた。

▲ 土間（接客室）の奥には、既存の和室を残し、伝統的な町家の
インテリアが、店舗を訪れた人や、道行く人にも認識できる。

06 / 25

©T.SOBAJIMA

All rights reserved © studio MYU Architects 2015
千葉県香取市佐原 町並み再生プロジェクト 郡 裕美 + 遠藤 敏也 / スタジオ宙



▲ 土間（接客スペース）から、店内、通りを見通す。通りを行き来する人、町の気配が感じられるオフィススペース。
   この空間に合わせてシンプルな照明器具を製作した。

▲ 見物場となる土間（伝統的家屋の例）▲ 土間越しに見る祭り（伝統的家屋の例）▲ 佐原の祭りの様子

　年２回催される祭りの時には、「通り」は山車の舞台となり、町家はそれを眺める観客席となる。

　「通り」と町家との結びつきが伝統的行事の中に生きている。この改装計画では、「通り」と「内部

空間」との連続性を意識して、単なるファサード整備にとどまらない町並み整備のあり方を提案した。

▲ 「通り土間」より既存の和室、店内、「通り」を見通す。「通り」から中庭まで連続する空間

▲ ミセにあたる空間は、打合せ室とした。通りとは格子戸で、店舗内部とはポリカツインカーボの
　 框戸で、柔らかく仕切られる。祭りの時は、山車を見物する為の空間として開放される。

▲ 既存の簀戸を利用したトイレの間仕切
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しえと
創造的古家再生

明治後期の古家、土蔵、味噌蔵、中庭を、カフェ、ギャラリーとして甦らせる。

郡 裕美＋遠藤 敏也 / スタジオ宙一級建築士事務所

＜事例紹介２＞
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いなえ
折り重なる歴史の時間を楽しむ

明治後期の商家２軒、土蔵、洋館、昭和の倉庫を蘇らせる。
東日本大震災　復興拠点　地域活性化施設
飲食店、物販店、ギャラリー、中庭

郡 裕美＋遠藤 敏也 / スタジオ宙一級建築士事務所

＜事例紹介３＞
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平面図

町並みの一部として楽しめるように、回遊できるプランにした。

前面道路

旧玉澤家住宅

旧西ノ宮文具店

倉庫2倉庫1
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倉庫3

▶
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前面道路

倉庫3
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▶

▶

▶

所在地　千葉県香取市佐原イ511
主要用途　店舗、ギャラリー
建主 しゅはり
設計・監理
建築　スタジオ宙

　　 　担当／郡裕美、遠藤敏也、木名瀬佳世
庭　 　岩城

　　 　担当／荒川淳良
施工
建築　しゅはり

　　 　担当／岡野和弘
空調、電気　 永野電気 

　　 　担当／大輪康雅
規模
敷地面積　378m2
建築面積   喫茶 西の宮母屋56.9m2、倉83.85ｍ2

　　　　　 物販店 玉澤家母屋  33.67ｍ2
　　　　　 洋館ギャラリー 10.58ｍ2
　　　　　 土蔵ギャラリー 26.84ｍ2
延床面積　喫茶 
西の宮母屋100.71m2、倉120.69ｍ2

　　　　　 物販店 玉澤家母屋  29.57ｍ2
　　　　　 洋館ギャラリー 10.58ｍ2
　　　　　 土蔵ギャラリー 26.84ｍ2
階数　　　 地上2階

外部仕上げ
屋根　瓦葺、ガルバリウム鋼板平葺（倉）、

　　 　銅板葺き（渡り廊下、母屋庇)
外壁　杉下見板張り、漆喰（土蔵）、

　　 　ドイツ下見板張り（洋館）
開口部　木製建具（ヒノキ）
内部仕上げ
西の宮母屋および倉(喫茶）
床　1階　モルタル金ゴテ、

 　　 　　 ナラ無垢フローリング保護塗装
　 　2階　畳敷
壁　中塗り
天井　西の宮母屋：既存

　　 　倉：ラーチ合板ｔ=12
玉澤家母屋(物販）
床　モルタル金ゴテ
壁　クロス
天井　スギ　棹縁天井
洋館(ギャラリー)
床　モルタル
壁　クロス
天井　スギ　野地板現し
土蔵(ギャラリー)
床　墨入モルタル金ゴテ
壁　中塗り
天井　スギ　野地板現し

寸法
最高高　7150mm
構造
主体構造　木造
工程
・西の宮母屋および玉澤家住宅　歴史的町並み修景工事
設計期間　2007年1月～2007年5月
施工期間　2007年7月～2008年5月
・土蔵および洋館　歴史的町並み修景工事
設計期間　2010年1月～2010年4月
施工期間　2010年6月～2011年3月
・震災による建物修繕および全体内装
設計期間 2011年10月～2011年12月
施工期間　2012年3月～2012年8月

解体撤去

解体撤去

改修第一期平面図

改修第二期平面図
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　明治から昭和初期にかけて建てられたここは、が改装

前、西宮文具店の店舗、倉庫、従業員の住宅として使わ

れていた。通りに面した町家２軒、洋館、土蔵、倉庫の

５棟が増改築を重ねた結果一体化されており、構造や動

線が複雑に絡み合った巨大な内部空間を形作っていた。

建物の隙間には大屋根がかけられ、中庭はなかった。

　母屋は重機が入るようにかさ上げされており、軒は切

られ、看板建築とおり、伝統のかけらも感じられない建

物であった。かなり老朽化が進んでおり、原型がわから

ない状態だった。

倉庫、蔵の内部は、迷路のように入り組んでいた。

母屋２階。内部は暗く、閉鎖的だった。

錆びたトタン壁の側面外観。

外観　かさ上げされた母屋、軒が切られ看板建築に。改装前平面図

各建物の間には大屋根が掛かり中庭はなかった。

洋館、蔵、倉庫が一体となった巨大な内部空間。

■いなえ（旧西の宮家）改修前 ■第１期工事（2007 年〜2008 年）

旧西の宮家主屋、旧玉澤家改修工事 

西の宮　改装前母屋を中庭側から見る。

■通り沿いの２軒の町家を切り離し、町並み側、

中庭側それぞれに外壁、軒を再生した。

■香取市佐原地区町並み保存事業助成金対象事業

　文化庁補助金対象（建物の骨組みと外観）

・一部解体・看板建築撤去

・付属建物・外部階段除却

・基礎新設

・西の宮　建物を 0.8m下げる（復元）

・柱梁の補強、垂木・野地板補修

・通り側、中庭側下屋復元

・外部建具枠周り、格子戸、ガラス戸新設 

第１期工事平面図

増築部、倉庫を解体する。

通り側の改修前外観。

母屋と倉庫、増築部を切り離す。

〈通り側外観修景〉

〈中庭側外観修景〉

かさ上げされていた階高を下げる。
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■第２期工事（2009 年〜2010　年）                        　　

　土蔵、洋館復元工事             

第２期工事平面図 母屋と洋館の間を切り離した後。

増築部を壊しながら洋館を切り離してゆく。

洋館を疋屋して土蔵から離す。

洋館とつながる土蔵。裏側から見たところ。

土蔵内部は、暗闇で埃にまみれていた。

■土蔵と洋館を全体から切り離し、洋館は疋家し

て土蔵との距離をとった。

原型がわからず、修復は困難を極めた。

■香取市佐原地区町並み保存事業助成金対象事業

文化庁補助金対象（建物の骨組みと外観）

・付属建物除却、土蔵増築部分除却

・基礎新設、洋館疋家

・柱梁補強、腐食部の差し替え

・屋根全て葺き替え

・外壁復元（洋館・ドイツ下見、蔵・漆喰）

・外部周りの建具枠周り新設

・土蔵　漆喰扉復元

ジャッキアップして基礎を新設。

基礎、構造部、漆喰壁、老朽化がひどい。

増築部分を撤去した後の土蔵。

しっくりの補修、屋根吹き替え、下屋庇をつけ、漆喰扉修復。

〈洋館復元〉 〈土蔵修復〉

基礎、骨組みを新しくする。

地域の類似例を調査し復元。
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震災時に瓦が崩落した佐原の町並み。

地盤の流動化で砂が吹き出す小野川。

小野川の石積が一部崩壊した。しえとも被災して休業となった。現在修復中。

■東日本大震災被害 (2011. 3.11)　　　　　　　　　

　千葉県香取市佐原伝統的建造物群保存地
区は、利根川の下流域に位置するため、東
日本大震災により、多数の町家や土蔵で屋
根瓦の落下や漆喰壁の崩落などの被害が
あった。改修途中の「いなえ」（旧西宮家）、
カフェ「しえと」、「しゅはり」「千与福」
も震災被害を受けた。

屋根瓦が落下するなどした香取市佐
原地区の伝統的な町並み＝千葉県文
化財課提供

伊能忠敬旧宅も…佐原の伝統的町並み、被害深
刻

　東日本巨大地震で、千葉県香取市佐原地
区の伝統的な町並みなど、県内の国指定等
文化財で３９件の被害が生じていること
が、県文化財課の調査でわかった。

　同課によると、佐原地区は屋根瓦が落下
するなど町並み全体が被害を受け、最も深
刻だという。

　佐原地区では、屋根瓦を土で木材に接着

する「
どぶ

土葺き」の建物があり、伊能忠敬が
暮らしていた国指定史跡の旧宅も瓦が落
下。ブルーシートで屋根を覆う家屋が何軒
も見られ、店を閉めている商店も多い。

　約２０年前から同地区の町並み保存活動に取り組むＮＰＯ法人「小野
川と佐原の町並みを考える会」の高橋賢一理事長（６５）は、「活動が
１０年くらい前に逆戻りしたよう」と落胆。「本格的に修理した建物は
深刻な被害を受けておらず、修理方法を検証し町並みを修復させたい」
と話す。

　このほか、旭市では国史跡の「大原幽学遺跡旧宅」で敷地の地割れや

地盤沈下を確認。「旧堀田家住宅」（佐倉市）では壁や土蔵の
しっくい

に亀
裂が入り、「法華経寺法華堂」（市川市）では、天蓋飾りの一部が落下
した。

（2011年3月23日06時51分  読売新聞）
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倉庫改修工事、造園工事
■第３期工事（2011 年～ 2012 年）

■増築部を壊し、中庭を創る。倉庫の小屋組と構

造の一部を利用して飲食店とし、西の宮母屋と渡

り廊下でつなぐ。

　町家、洋館、土蔵の空間設計をし、物販、ギャ

ラリー、防災備蓄倉庫、コミュニティスペースと

する。

倉庫の一部を解体後。

小屋組以外、全て新しくする。 改修完成。

■東日本大震災被害の修復、
被災地の復興拠点の設計
地域商業活性化支援補助金対象事業

（経済産業省　被災地の復興支援）

・不要な付属屋の除却

・倉庫部分基礎新設、構造補強、再建、

・外壁、建具新設

・倉庫と旧西の宮接続渡り廊下新設

・各箇所内装工事

・土蔵　震災による外壁、漆喰扉復旧

・中庭造園工事

・家具、ブラインド・厨房機器などの備品

第 3期工事平面図

小屋組だけが残る倉庫。

増築部が撤去された直後の倉庫側面。

■中庭の創出

■建物を分離して中庭を創る。違う時代に建てられた、

様式も違う各々の建物、それらのつくり出す空間が、遺

構のように重なり合う、歴史の奥行きを楽しむ空間を

創った。

使える瓦を積んでオブジェを創る。

蔵の基礎石を敷き、植栽を植える。

増築部を壊して中庭を作る。
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